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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2024 年 8 月 9 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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法政大学出版局 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-3
Tel. 03-5214-5540　E-mail: sales@h-up.com  URL: https://www.h-up.com/

番線印

Fax. 03-5214-5542
【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様欄のご記入をお願い申し上げます。

法政大学出版局　2024年10月重版出来　定価5060円（本体4600円＋税） 四六判上製・446頁
ジョン・アーリ、ヨーナス・ラースン 著／加太宏邦 訳 《叢書・ウニベルシタス 1014》

観光のまなざし 増補改訂版 ISBN978-4-588-01014-9  C1336

　観光学の名著が世界状況の変化に合わせ増補改訂。グローバル化、デジタル化、オンライン予約などによる格安旅行・格安航空の
成長、遺産の景観破壊、人類の歴史における〈負〉の観光。フーコーの〈まなざし〉の概念を手がかりに、歴史的・経済的・文化的・視
覚的レベルにおいて観光をテクストに文化を読み解く。研究者、旅行産業をはじめ現場の政策・施策担当者など、観光に携わるすべ
ての人 に々必読の書。 【文化研究・社会】

☆関連書：ジョン・アーリ『グローバルな複雑性』、『場所を消費する〈新装版〉』、『社会を越える社会学〈改装版〉』（小局刊）。
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法政大学出版局　2024年10月10日配本　定価5830円（本体5300円＋税） A5判上製・390頁
菱田雅晴 編著
現代中国の腐敗と反腐敗 汚職の諸相と土壌 ISBN978-4-588-62550–3  C3031

　建国から改革開放を経て、習近平体制下のネット社会にいたるまで、共産党一党支配のなかで政治家や官僚、企業家の犯罪
や不正行為が絶えない中国。社会の隅々で、膨大な腐敗事案はなぜ発生し、どんな力学で蔓延してきたのか。そして法令・紀
律違反の摘発や告発（反腐敗）は、体制側によってどう利用されてきたのか。超大国のはらむ重大な国家的問題に深く多面的
に切り込む最新共同研究の成果。 【現代中国政治】

☆関連書：菱田雅晴編著『中国　基層からのガバナンス』、汪牧耘『中国開発学序説』（小局刊）。
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法政大学出版局　2024年10月重版出来　定価3190円（本体2900円＋税） 四六判上製・284頁
M.エリアーデ 著／風間敏夫 訳 《叢書・ウニベルシタス 14》

聖と俗 〈新装版〉　宗教的なるものの本質について ISBN978-4-588-09976-2  C1314

　聖なるものは遠い人類の神話時代に発し、古代社会における人類の生存全般にわたって顕現した宗教的価値であり、やがて
歴史時代の進展と共に衰退し、近代の工業社会に至ってほとんどその影を没しようとしているものである。本書は、この聖なるも
のの現象形態全般とその中に生きる人間の状況とを叙述し、現代社会に代表される俗なる世界との対比により、宗教的人間の
あり方を問い直す。 【宗教学】

☆関連書：エリアーデ『ムントゥリャサ通りで』、『加入礼・儀式・秘密結社』（以上、小局刊）も近く重版予定！！
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法政大学出版局　2024年9月19日配本　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・312頁
ピエール・ジュヴァンタン 著／杉村昌昭 訳 《叢書・ウニベルシタス 1177》

ダーウィンの隠された素顔 人間の動物性とは何か ISBN978-4-588-01177-1  C1340

★★　ダーウィンの進化論は旧来の自然科学のみならず哲学・宗教・政治経済をはじめとする人文社会科学の諸概念をも刷新したが、
ダーウィン自身の意に反してその自然選択と競争の原理は曲解され、やがて悪しき優生思想や新自由主義的思考を生み出して
いった。動物行動学の権威が社会進化論者の犯した誤りを糺し、動物としての人間が生まれもつ協同・利他的本能の秘められ
た可能性を示すアクチュアルなダーウィン論。 【進化論・社会思想】

☆関連書：メニングハウス『ダーウィン以後の美学』、ブレーデカンプ『ダーウィンの珊瑚』（以上、小局刊）。
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法政大学出版局　2024年9月19日配本　定価5500円（本体5000円＋税） A5判上製・368頁
閔東曄 著 

植民地朝鮮と〈近代の超克〉 戦時期帝国日本の思想史的一断面（仮）  ISBN978-4-588-15139-2  C1022

　三木清、高坂正顕、高山岩男、申南澈、金南天、朴致祐などの転換期を生きた知識人たちは、いかに「近代」と向き合い、それ
を乗り越えようとしたのか。戦時期日本で大きな影響力をもった「近代の超克」をめぐる議論を、同時代の植民地朝鮮との関係
に焦点を当てて読み直し、一国史を超えた歴史意識を剔出する。抵抗か協力かという二元論的な枠組みを問いに付し、帝国主
義の構造を再考する画期的な試み。 【思想史】

☆関連書：尹海東『植民地がつくった近代』（三元社）、鈴木貞美『「近代の超克」』（作品社）など。
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